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観
測
記
録
を
更
新
し
た
暖
冬

も
終
わ
り
、
梅
の
花
も
咲
き
桜

の
便
り
も
聞
こ
え
始
め
ま
し
た
。

予
報
で
は
春
の
気
温
は
例
年
よ

り
高
い
見
込
み
で
す
。
昨
年
同

様
降
雨
量
が
多
い
場
合
は
日
照

時
間
が
少
な
く
、
春
の
作
付
け

時
期
の
選
択
が
困
難
に
な
り
ま

す
の
で
、
長
期
予
報
を
参
考
に

ご
配
慮
下
さ
い
。

　

輸
入
飼
料
に
頼
る
現
代
酪
農

で
は
、
海
外
の
状
況
の
変
化
に

よ
り
、
飼
料
の
確
保
も
不
安
定

に
な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ス
ト
の

削
減
と
環
境
保
全
の
観
点
か
ら
、

自
給
飼
料
が
見
直
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
良
質
な
自
給
飼
料
の

生
産
を
行
い
、
収
益
の
向
上
を

実
施
下
さ
い
。

　

組
合
に
お
い
て
は
「
新
栃
木

県
南
支
所
」
が
完
成
間
近
と
な

り
、
四
月
か
ら
稼
動
し
県
南
地

域
の
統
合
が
達
成
さ
れ
ま
す
。
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対
策
枠
を
設
定
し
、
そ
の
配
分
内
で
組

合
員
毎
に
自
主
申
告
を
お
願
い
致
し
ま

し
た
。
組
合
員
毎
の
基
準
数
量
は
、
平

成
十
五
年
〜
十
七
年
度
の
間
で
最
も
出

荷
量
が
多
か
っ
た
年
度
も
し
く
は
、
平

成
十
八
年
度
配
分
数
量
を
基
準
数
量
と

し
、
そ
の
値
に
九
十
七
％
を
乗
じ
た
も

の
が
平
成
十
九
年
度
の
上
限
数
量
と
な

り
、
希
望
に
よ
り
組
合
特
別
枠
の
申
請

を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
組
合

員
毎
の
生
産
基
盤
の
確
保
を
目
的
と
し

て
設
置
し
て
お
り
、
増
産
を
目
的
に
し

て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

小
規
模
酪
農
の
保
護
策
と
し
て
、
申
告

乳
量
が
十
万
㎏
以
下
で
あ
り
、
出
荷
実

績
乳
量
が
十
万
㎏
未
満
で
あ
っ
た
場
合

は
、
超
過
・
未
達
ペ
ナ
ル
テ
ィ
の
対
象

外
と
し
ま
し
た
。

　

組
合
員
毎
の
割
当
数
量
は
、
組
合
特

別
枠
の
申
請
後
、
経
営
規
模
・
希
望
枠

数
量
割
合
等
を
勘
案
し
配
分
を
行
い
、

平
成
十
九
年
度
乳
量
割
当
配
分
が
決
定

さ
れ
ま
す
。

　

超
過
・
未
達
量
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
に
つ

い
て
は
、
配
分
量
の
上
下
一
％
を
許
容

範
囲
と
し
、
そ
の
範
囲
を
超
え
た
（
下

回
っ
た
）量
は
、超
過（
未
達
）量
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
超
過
量
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ

は
、
需
要
期
の
超
過
量
は
不
需
要
期
の

割
当
よ
り
削
減
さ
れ
、
不
需
要
期
の
超

過
量
は
、一
㎏
当
た
り
乳
価
三
十
円（
税

別
）で
精
算
し
ま
す
。さ
ら
に
、本
組
合

が
関
東
生
乳
販
連
の
配
分
量
を
超
過
し

た
場
合
な
ど
に
よ
り
、
余
乳
処
理
費
用

が
発
生
し
た
場
合
は
、
超
過
者
が
負
担

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。ま
た
、未
達
の

ペ
ナ
ル
テ
ィ
に
つ
い
て
は
、
需
要
期
・

不
需
要
期
毎
に
一
㎏
当
た
り
十
円（
不

課
税
）を
課
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

災
害
等
の
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
は
、

未
達
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
除
外
致
し
ま
す
。

　

三
月
二
十
一
日
〜
四
月
五
日
の
春
休

み
期
間
に
お
け
る
生
乳
生
産
は
、
中
央

酪
農
会
議
に
お
い
て
全
国
的
に
は
若
干

前
年
を
下
回
る
と
予
想
し
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
以
上
に
需
要
が
低
下
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
、
余
乳
処
理
に
向
け
関
東
生

乳
販
連
に
お
い
て
全
乳
哺
育
を
推
進
し

て
お
り
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
減
産
型
の
計

画
生
産
を
継
続
す
る
こ
と
が
中
央
酪
農

会
議
で
決
定
さ
れ
、
平
成
十
九
年
度
の

生
乳
計
画
生
産
・
需
給
調
整
対
策
基
本

要
領
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
基
本

方
針
は
、
脱
脂
粉
乳
在
庫
の
削
減
（
五
、

〇
〇
〇
ｔ
）
を
行
う
た
め
に
見
合
う
生

乳
換
算
量
（
五
七
、
〇
〇
〇
ｔ
）
を
削

減
し
、
脱
脂
粉
乳
等
の
在
庫
を
適
正
化

す
る
こ
と
が
狙
い
で
す
。

　

関
東
生
乳
販
連
で
は
、
中
央
酪
農
会

議
で
の
決
定
を
う
け
、
平
成
十
九
年
度

の
計
画
生
産
は
減
産
型
を
継
続
す
る
こ

と
と
し
、
会
員
（
組
合
）
毎
に
目
標
数

量
を
設
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
需
要
期

生
産
を
推
進
す
る
が
、
中
酪
の
対
策
変

更
に
伴
い
、
需
要
期
ペ
ナ
ル
テ
ィ
の
除

外
を
中
止
す
る
な
ど
、
目
標
数
量
の
厳

守
を
求
め
て
い
ま
す
。（
関
東
で
は
、
目

標
数
量
を
超
過
し
た
場
合
は
、
中
酪
よ

り
科
せ
ら
れ
る
一
㎏
あ
た
り
五
十
円
の

ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
超
過
会
員
（
組
合
）
が

責
任
を
負
い
ま
す
。）
さ
ら
に
、
期
中
に

お
い
て
需
給
状
況
が
さ
ら
に
悪
化
し
た

場
合
は
、
計
画
生
産
数
量
の
修
正
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、
第
一
四
半

期
の
生
産
状
況
を
踏
ま
え
、
生
産
動
向

及
び
会
員
よ
り
の
返
上
数
量
を
勘
案
し
、

超
過
見
込
会
員
に
追
加
配
分
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

組
合
で
は
、
中
央
酪
農
会
議
・
関
東

生
乳
販
連
の
生
乳
計
画
生
産
対
策
の
決

定
を
う
け
、
需
給
に
沿
っ
た
計
画
生
産

を
実
施
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

平
成
十
九
年
度
の
本
組
合
の
配
分
は
、

平
成
十
八
年
度
実
績
見
込
み
数
量
の
約

九
八
。
七
％
で
、
二
一
六
、
七
九
六
ｔ

と
な
り
、
こ
の
枠
内
で
の
生
産
を
強
い

ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
酪
農

経
営
基
盤
の
弱
体
を
防
ぐ
た
め
、
組
合
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度
分
は
三
月
を
残
し
、
い
よ
い
よ
胸
突

き
八
丁
で
す
。
組
合
員
の
皆
様
に
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
同
時
に
、

ご
尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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い
て
若
干
の
下
降
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、

細
胞
数
に
お
い
て
は
二
・
八
ポ
イ
ン
ト

向
上
と
大
き
な
改
善
が
見
ら
れ
、
組
合

員
の
皆
様
が
積
み
上
げ
た
成
果
が
現
れ

ま
し
た
。
支
所
別
乳
質
平
均
値
は
、
脂

肪
率
は
宇
都
宮
支
所
、
無
脂
固
形
分
率

と
細
胞
は
栃
木
県
南
支
所
が
好
成
績
を

収
め
、
細
菌
数
は
各
支
所
ほ
ぼ
同
列
と

な
り
ま
し
た
。

　

平
均
加
算
単
価
に
つ
い
て
は
、
十
八

年
四
月
の
生
乳
乳
質
保
全
規
程
の
変
更

に
伴
い
（
酪
農
と
ち
ぎ
三
六
号
三
頁
参

照
）、過
去
の
実
績
を
下
回
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

飼
養
頭
数

　

生
乳
生
産
実
績
の
項
で
も
触
れ
ま
し

た
が
、
二
回
の
動
態
調
査
の
平
均
に
お

い
て
前
年
と
比
較
し
、
経
産
牛
頭
数
が

お
よ
そ
一
、
〇
〇
〇
頭
増
加
し
ま
し
た
。

出
荷
戸
数
が
減
少
す
る
中
、
大
型
組
合

員
の
移
動
、
設
備
投
資
に
よ
る
増
頭
な

ど
に
よ
り
一
戸
当
た
り
の
経
過
牛
頭
数

は
二
・
八
頭
増
頭
と
な
り
、
昨
年
の
〇

・
五
頭
増
を
大
幅
に
上
回
り
ま
し
た
。

一
頭
当
た
り
及
び
一
戸
当
た
り
の
乳
量

　

経
産
牛
一
頭
当
た
り
の
乳
量
は
平
均

で
八
、
〇
〇
六
・
六
㎏
と
な
り
、
昨
年

よ
り
向
上
し
ま
し
た
。
支
所
別
の
成
績

で
は
、
宇
都
宮
で
八
、
二
七
三
㎏
、
次

い
で
県
南
支
所
、
那
須
高
原
支
所
と
昨

年
同
様
の
順
と
な
り
ま
し
た
。

　

前
述
の
通
り
乳
量
の
増
加
、
出
荷
戸

数
の
減
少
が
あ
り
、
そ
の
結
果
一
戸
当

た
り
の
乳
量
は
二
四
、
八
八
〇
㎏
増
と
、

大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。

総　

括

　

グ
ラ
フ『
日
量
の
推
移
』を
見
ま
す
と
、

四
月
、
五
月
に
大
幅
な
伸
び
が
あ
り
ま

し
た
が
、
牛
乳
の
消
費
量
低
下
の
為
六

月
に
急
激
な
計
画
生
産
の
導
入
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
組
合
員
の
皆
様
に
多
大
な

る
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
ま
し
た
。
十
九
年

に
つ
い
て
も
消
費
の

低
迷
が
続
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
、
状
況
に

よ
り
臨
機
応
変
に
対

応
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　

計
画
生
産
も
本
年

生
乳
生
産
実
績

　

平
成
十
八
年
一
月
〜
十
二
月
の
生
乳

生
産
実
績
は
グ
ラ
フ
『
乳
量
の
推
移
』

の
よ
う
な
結
果
と
な
り
、
合
計
で
お
よ

そ
一
〇
、
〇
〇
〇
ｔ
、
前
年
比
四
・
九

％
増
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
の
結
果
と

比
較
す
る
と
、
経
産
・
未
経
産
牛
頭
数

共
に
増
加
に
転
じ
（
経
産
約
一
、
〇
〇

〇
頭
増
、
未
経
産
約
六
〇
〇
頭
増
）、
経

産
牛
ベ
ー
ス
で
前
年
比
四
・
一
％
増
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
経
産
牛
の
増
加
率

よ
り
も
乳
量
の
増
加
率
が
上
回
っ
て
い

る
こ
と
よ
り
、
飼
養
管
理
技
術
及
び
個

体
能
力
の
向
上
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
出
荷
戸
数
が
減
少
す
る
中
（
表
を

参
照
）、全
体
で
は
頭
数
が
増
加
す
る
傾

向
に
あ
り
、
大
型
化
が
進
ん
で
い
る
と

い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
支
所
別
に

乳
量
を
見
ま
す
と
、
那
須
高
原
支
所
は

増
加
、
宇
都
宮
支
所
は
微
減
、
栃
木
県

南
支
所
は
微
増
と
な
り
、
大
型
組
合
員

の
加
入
・
脱
退
の
あ
っ
た
那
須
高
原
支

所
に
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

乳
質
及
び
平
均
単
価
に
つ
い
て

　

乳
質
に
つ
い
て
は
、
細
菌
数
は
昨
年

並
み
、
脂
肪
率
、
無
脂
固
形
分
率
に
お
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平
成
十
八
年　
　

乳
代
集
計

結
果
に
つ
い
て

増減17年16年出荷戸数

－12409421那須高原支所

－ 3132135宇都宮支所

－ 8144152県 南 支 所

－23685708合　　計
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去
る
二
月
十
三
日
、
栃
木
県
・
栃
木

県
牛
乳
普
及
協
会
主
催
に
よ
る
牛
乳
講

演
会
が
、
仁
木
良
哉
北
海
道
大
学
名
誉

教
授
を
講
師
に
迎
え
、
牛
乳
の
正
当
な

評
価
を
、
消
費
者
・
関
係
者
に
あ
ら
た

め
て
認
識
し
て
も
ら
う
事
を
目
的
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
仁
木
良
哉
教

授
・
宮
本
佳
代
子
自
治
医
大
栄
養
管
理

室
長
・
渡
辺
慶
子
㈱
栃
木
リ
ビ
ン
グ
新

聞
社
編
集
企
画
本
部
長
の
三
人
で
、
牛

乳
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を

基
に
「
ミ
ル
ク
鼎
談
」
が
開
か
れ
、
牛

乳
に
関
す
る
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

講
演
に
先
立
ち
、
福
田
栃
木
県
知
事

よ
り
主
催
者
の
挨
拶
が
行
わ
れ
、
栃
木

県
に
お
け
る
農
業
・
酪
農
の
現
状
と
食

育
の
推
進
・
地
産
地
消
の
必
要
性
、
牛

乳
の
正
し
い
知
識
の
必
要
性
に
つ
い
て

話
さ
れ
、
栃
木
県
の
重
要
な
産
業
の
一

つ
で
あ
る
酪
農
を
発
展
さ
せ
て
行
き
た

い
と
述
べ
ま
し
た
。

　

講
演
は
「
牛
乳
の
真
実　

〜
牛
乳
の

正
当
な
評
価
〜
」
と
題
し
、
牛
乳
有
害

説
、
牛
乳
タ
ン
パ
ク
質
は
消
化
が
悪
い

・
牛
乳
を
多
く
飲
む
と
骨
粗
鬆
症
に
な

る
・
牛
乳
の
脂
肪
は
過
酸
化
脂
肪
で
あ

る
・
市
販
の
牛
乳
を
飲
ま
せ
る
と
仔
牛

が
死
ぬ
・
牛
乳
は
仔
牛
の
た
め
の
も
の
、

人
間
が
飲
む
の
は
摂
理
に
反
す
る
な
ど

の
批
判
に
対
し
、
食
物
や
食
品
成
分
の

健
康
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
科
学
的
検

証
を
加
え
ず
に
、
過
大
評
価
ま
た
は
過

少
評
価
し
た
り
、
単
純
に�
良
い�
と

か�
悪
い�
と
か
決
め
つ
け
、
商
品
宣

伝
へ
の
悪
用
、
ま
た
、
食
品
に
対
し
て
、

い
た
ず
ら
に
消
費
者
の
不
安
を
あ
お
り

立
て
る
風
潮
「
フ
ー
ド
・
フ
ァ
デ
ィ
ズ

ム
」
で
あ
り
、
骨
粗
鬆
症
に
な
る
と
い

う
根
拠
と
な
る
論
文
の
解
釈
が
間
違
っ

て
い
る
・
牛
乳
の
加
熱
殺
菌
で
過
酸
化

脂
肪
と
い
う
が
、
牛
乳
中
に
酸
化
に
必

要
な
酸
素
が
微
量
で
あ
る
上
、
牛
乳
は

酸
化
し
に
く
い
食
品
で
あ
る
。
過
熱
が

駄
目
な
ら
他
の
加
熱
調
理
は
ど
う
な
る

の
か
等
々
反
論
を
述
べ
、
優
れ
た
食
品

を
薬
（
ま
た
は
毒
）
の
よ
う
に
過
大

（
過
小
）
評
価
す
る
こ
と
も
問
題
だ
が
、

美
味
し
く
色
々
な
栄
養
を
考
慮
し
た
食

生
活
が
望
ま
し
い
と
し
め
く
く
り
ま
し

た
。

　

去
る
二
月
十
九
日
、
鬼
怒
川
温
泉
の

鬼
怒
川
御
苑
に
て
組
合
購
買
利
用
推
進

女
性
研
修
会
を（
参
加
者
二
百
十
四
名
）

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
春
を
感
じ
る
よ
う
な
暖
か
い

日
に
恵
ま
れ
、
各
支
所
・
事
業
所
よ
り

到
着
し
た
の
ち
協
賛
メ
ー
カ
ー
の
展
示

コ
ー
ナ
ー
を
見
学
し
組
合
の
推
進
担
当

や
メ
ー
カ
ー
の
推
進
担
当
か
ら
商
品
の

案
内
や
説
明
等
を
受
け
ま
し
た
。

　

夜
の
懇
親
会
で
は
、
前
田
組
合
長
よ

り
組
合
購
買
利
用
の
感
謝
と
更
な
る
利

用
の
お
願
い
、
現
状
の
酪
農
情
勢
報
告

等
の
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
協
賛
メ
ー

カ
ー
の
挨
拶
を
頂
い
た
後
、
菊
池
副
組

合
長
の
音
頭
に
よ
る
乾
杯
を
牛
乳
で
声

高
ら
か
に
行
い
開
宴
い
た
し
ま
し
た
。

　

宴
会
は
、
和
気
藹
々
と
続
く
中
で
歌

謡
コ
ン
サ
ー
ト
・
大
抽
選
会
を
行
い
、

最
後
に
相
馬
副
組
合
長
の
締
め
に
よ
り

盛
会
の
う
ち
に
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

　

購
買
部
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
組
合

員
の
奥
様
方

と
膝
を
交
え
、

笑
顔
に
接
す

る
機
会
を
得

る
こ
と
が
で

き
、
さ
ら
に

安
全
・
安
心

な
生
産
資
材

の
供
給
を
推

進
し
て
ゆ
く

こ
と
を
再
認

識
し
た
研
修

会
で
し
た
。
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那
須
高
原
支
所

　

四
地
域
酪
農
組
合
合
同
研
修
会

　

平
成
十
九
年
一
月
二
十
三
日
、
管
内

の
四
地
域
酪
農
組
合
に
よ
る
合
同
研
修

会
が
開
催
さ
れ
、
講
師
に
日
本
酪
農
乳

業
協
会（
Ｊ
ミ
ル
ク
）専
務
理
事
の
青
沼

明
徳
氏
を
お
迎
え
し
、「
牛
乳
乳
製
品
の

消
費
拡
大
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
Ｊ

ミ
ル
ク
で
作
成
さ
れ
た
牛
乳
の
消
費
普

及
資
料
を
交
え
な
が
ら
、「
栄
養
満
点
と

い
う
言
葉
で
は
片
付
け
ら
れ
な
い
、
牛

乳
の
す
ば
ら
し
い
健
康
力
の
お
話
」
を

聴
講
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
わ
か

り
易
く
ま
と
め
ら
れ
、
科
学
的
知
見
に

裏
付
け
ら
れ
た
牛
乳
の
持
つ
「
三
次
機

能
（
生
体
調
整
機
能
）」
を
八
つ
の
ポ
イ

ン
ト
に
ま
と
め
、
牛
乳
を
飲
み
続
け
る

こ
と
で
体
の
調
子
を
整
え
、
健
康
を
維

持
す
る
働
き
を
正
し
く
理
解
し
、
自
信

を
持
っ
て
消
費
者

へ
情
報
提
供
し
て

い
け
れ
ば
…
と
の

感
を
強
く
持
た
せ

て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
紹
介
さ
れ
た

八
つ
の
機
能
は
次

の
通
り
と
な
り
ま
す
の
で
、
皆
様
も
ぜ

ひ
覚
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
悩
み
に
効
果
を
発
揮
！

牛
乳
の
「
三
次
機
能
」

①
風
邪
な
ど
を
ひ
き
や
す
い�
ウ
イ
ル
ス
の

侵
入
を
抑
え
る�

②
病
気
へ
の
抵
抗
力
が
弱
い�
免
疫
力
Ｕ
Ｐ

に
効
果
的�

③
便
秘
が
続
い
て
い
る�
便
秘
の
解
消
を
サ

ポ
ー
ト�

④
血
圧
が
高
い�
高
血
圧
の
改
善
に
貢
献�

⑤
よ
く
眠
れ
な
い
こ
と
が
多
い�
不
眠
の
悩

み
を
や
わ
ら
げ
る�

⑥
太
り
気
味�
肥
満
防
止
の
強
い
味
方
に�

⑦
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
気
に
な
る�
血
流
を

ス
ム
ー
ズ
に�

⑧
骨
折
し
や
す
い�
骨
の
健
康
を
守
る�

　

宇
都
宮
支
所

　

高
瀬
次
男
氏
最
優
秀
賞
受
賞

　

「
牛
と
共
に
五
十
年

　
　
　
　
　

―
私
の
酪
農
人
生
―
」

　

那
須
烏
山
市
鴻
野
山
、
高
瀬
賢
治
氏

の
父
次
男
氏（
七
十
七
歳
）が
、
毎
日
新

聞
社
主
催
に
よ
る「
農
」へ
の
思
い
や
体

験
を
つ
づ
る
「
二
〇
〇
六
年
毎
日
農
業

記
録
賞
」
一

般
の
部
に
お

い
て
最
優
秀

賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　

一
九
五
三
年
に
妹
さ
ん
の
結
婚
の
際

結
納
金
の
代
わ
り
に
初
妊
牛
を
頂
い
た

の
を
機
に
始
ま
っ
た
酪
農
。
紆
余
曲
折

の
中
、
良
き
酪
農
仲
間
と
切
磋
琢
磨
し

支
え
合
っ
て
き
て
五
十
年
。
現
在
は
成

牛
六
十
四
頭
、
育
成
未
経
産
牛
四
十
六

頭
の
愛
牛
に
囲
ま
れ
、
小
高
い
丘
の
上

の
牛
舎
で
息
子
夫
婦
と
頑
張
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。

　

ま
た
、「
美
味
し
さ
は
新
鮮
さ
に
あ

る
」
と
い
う
高
瀬
氏
は
、
一
九
八
九
年

に
は
「
南
那
須
こ
ぶ
し
が
丘
牧
場
」
の

発
足
に
尽
力
さ
れ
、
今
で
は
低
温
殺
菌

の
「
こ
ぶ
し
が
丘
牛
乳
」
生
乳
一
〇
〇

％
の
「
お
な
か
に
や
さ
し
い
ヨ
ー
グ
ル

ト
」
は
町
内
販
売
か
ら
全
国
発
送
ま
で

広
げ
て
い
ま
す
。

　

「
妻
に
は
苦
労
を
か
け
た
。
牛
達
の

大
き
な
犠
牲
の
上
に
今
の
私
た
ち
の
平

穏
な
生
活
が
あ
る
。
牛
達
に
感
謝
と
慚

愧
（
ざ
ん
き
）
の
思
い
も
強
い
。」
と
い

う
高
瀬
氏
か
ら
、
同
じ
命
と
し
て
、
牛

と
向
き
合
う
姿
を
強
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
と
共
に
栄
え
あ
る
受
賞
を
讃

え
、
農
の
発
展
の
牽
引
役
に
な
ら
れ
る

こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

栃
木
県
南
支
所

　

青
年
部
芳
賀
・
河
内
南
部
下
都
賀

　

支
部
合
同
研
修
会
開
催

　

二
月
七
日
、
芳
賀
支
部
主
催
に
よ
る

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
午
前
中

は
井
沢
幸
雄
牧
場（
二
宮
町
谷
貝
新
田
）

を
視
察
さ
れ
、
午
後
、
県
南
支
所
に
て

講
師
に
㈱
雪
印
種
苗
・
技
術
推
進
室
の

細
田
尚
次
氏
を
迎
え
、
購
入
飼
料
費
の

高
騰
対
策
、
デ
ン
ト
コ
ー
ン
栽
培
の
要

点
（
土
壌
分
析
結
果
の
読
み
方
、
コ
ー

ン
サ
イ
レ
ー
ジ
の
品
質
、
品
種
選
択
の

ポ
イ
ン
ト
、除
草
剤
の
用
法
・
用
量
等
）

に
関
す
る
講
習
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
飼
料
代
が
高
騰
し
て
い
る
中
、

コ
ス
ト
低
減
を
図
る
上
で
自
給
飼
料
の

生
産
向
上
は
重
要
な
課
題
と
な
り
ま
す

の
で
、
継
続
し
て
実
施
す
る
計
画
で
す
。

　

二
月
二
十
一
日
、
県
南
支
所
に
て
河

内
南
部
下
都
賀
支
部
主
催
に
よ
る
講
習

会
が
家
畜
改
良
事
業
団
の
前
橋
種
雄
牛

セ
ン
タ
ー
の
田
中
健
一
氏
を
講
師
に
迎

え
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
乳
の
出
る
後
継

牛
を
作
ろ
う
」
と
題
し
、
種
雄
牛
選
定

に
関
す
る
内
容
で
、
初
妊
牛
相
場
が
上

昇
し
て
い
る
今
、
種
付
け
を
見
直
し
、

後
継
牛
を
確
保
す
る
為
、
種
雄
牛
を
選

定
す
る
際
の
留
意
点
や
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

と
和
牛
の
使
い

分
け
等
に
つ
い

て
講
演
し
て
頂

き
、
参
加
さ
れ

た
部
員
は
熱
心

に
聴
講
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
。
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生
乳
販
売
課

　

生
乳
生
産
量
一
月
度
前
年
比
九
七
・
七
％

　

一
月
度
の
生
乳
生
産
量
は
、一
八
、四

五
八
ト
ン
（
前
年
比
九
七
・
七
％
）
の

生
乳
生
産
量
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
月
度
の
支
所
別
生
乳
生
産
量
を
み

る
と
、
那
須
高
原
支
所
に
お
い
て
は
前

年
比
九
六
・
八
％
、
宇
都
宮
支
所
九
九

・
三
％
、
県
南
支
所
九
八
・
八
％
の
実

績
と
な
り
ま
し
た
。（
前
年
比
は
移
動
組

合
員
の
数
量
を
考
慮
し
た
比
率
）

　

一
月
度
、
関
東
に
お
い
て
は
前
年
比

九
八
・
五
％
で
累
計
で
は
九
八
・
七
％

と
な
り
ま
し
た
。

　

関
東
の
一
月
の
特
定
乳
製
品
向
け
に

つ
い
て
は
一
一
・
四
七
％
（
前
年
一
一

・
五
四
％
）
と
前
年
よ
り
加
工
率
は
僅

か
に
減
少
し
ま
し
た
が
、
飲
用
牛
乳
向

け
は
四
・
八
％
の
減
と
飲
用
需
要
の
低

�
�
�
���

迷
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
は
っ

酵
乳
向
け
に
つ
い
て
は
前
年
比
一
一
五

・
三
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

全
国
の
生
乳
生
産
量
に
お
い
て
も
一

月
度
（
前
年
比
）
九
七
・
五
％
、
累
計

で
は
九
七
・
四
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

組
合
に
お
け
る
一
月
度
乳
質
成
績
は
、

脂
肪
率
が
四
・
〇
四
％
、
無
脂
固
形
分

率
は
八
・
八
四
％
で
ほ
ぼ
前
年
同
様
と

な
り
ま
し
た
。
細
胞
数
に
つ
い
て
は
一

月
に
お
い
て
も
前
年
を
下
回
る
一
九
・

一
万
（
前
年
二
一
・
七
万
）
の
好
成
績

と
な
り
ま
し
た
。

　

一
月
迄
の
乳
量
及
び
乳
質
成
績
は
下

記
の
と
お
り
で
す
。 

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

�　乳量の推移�　脂肪率の推移

�　体細胞数の推移 �　無脂乳固形分率の推移
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２月ホクレン初妊牛市場成績
〔単位：円（税込）〕平成19年３月

平　 均最　 低最　 高平均体重成立頭数種　 別市場名

４２,４６１１,０５０６５,１００－１３１ホルス雄

五
日

西
那
須
野

１４５,９５０７３,５００１９０,０５０－１１１Ｆ１雄

８８,６０６５,２５０１４０,７００－８８Ｆ１雌

３７,２５０２１,０００５２,０００７５８ホルス雄

七
日

館　

林
１９１,４８３１５０,０００２３７,０００９３２９Ｆ１雄

１２５,５８６２３,０００１７９,０００８７２９Ｆ１雌

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

家 畜 市 場 成 績
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酪
農
部

　

栃
木
県
酪
農
発
表
会
開
催
さ
れ
る

　

栃
木
県
酪
農
協
会
主
催
に
よ
る
、
第

三
十
二
回
栃
木
県
酪
農
発
表
会
が
、
去

る
二
月
六
日
（
火
）
宇
都
宮
市
駒
生
町

「
コ
ン
セ
ー
レ
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

発
表
者
は
、
県
内
各
酪
農
協
よ
り
推

薦
さ
れ
た
優
秀
な
酪
農
家
で
あ
り
、
発

表
者
自
身
の
経
営
の
成
果
や
、
地
域
で

の
仲
間
と
の
連
携
活
動
状
況
等
の
意
見

体
験
の
内
容
に
つ
い
て
発
表
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
県
内
よ
り
多
く
の
酪
友
や

関
係
機
関
の
皆
様
の
参
加
を
い
た
だ
き
、

会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
盛
会
で
あ
り
ま

し
た
。

　

特
に
本
年
度
は
、
酪
農
生
産
現
場
と

し
て
は
、
減
産
計
画
と
い
う
厳
し
い
年

で
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
発
表
会

に
お
い
て
県
内
の
酪
友
の
発
表
を
聞
い

て
、
明
日
か
ら
の
酪
農
経
営
の
合
理
化

や
近
代
化
を
図
る
こ
と
で
の
生
産
性
の

高
い
安
定
的
経
営
を
確
立
し
、
経
営
の

向
上
に
役
立
つ
技
術
等
を
得
る
こ
と
が

出
来
た
発
表
会
で
あ
り
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
は
経
営
発
表
の
部
〜
「
リ

バ
ー
フ
ァ
ー
ム
」
仲
間
と
歩
む
楽
農
〜

と
題
し
て
発
表
さ
れ
た
、
宇
都
宮
市
の

川
田
佳
男
氏
が
受
賞
さ
れ
、
栃
木
県
知

事
賞
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
会
で
、
最
優
秀
賞
に
輝
い

た
川
田
さ
ん
は
、
来
た
る
三
月
二
十
七

日
〜
二
十
八
日
の
二
日
間
、
千
葉
県
鴨

川
市
で
開
催
さ
れ
る
関
東
甲
信
越
酪
農

発
表
大
会
に
栃
木
県
代
表
と
し
て
出
場

さ
れ
ま
す
。
又
、
審
査
員
推
薦
に
よ
り

意
見
体
験
発
表
の
部
で
、
那
須
町
の
磯

由
起
子
さ
ん
も
出
場
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
関
東
甲
信
越
酪
農

発
表
大
会
に
、
酪
農
家
の
皆
様
の
研
鑽

の
場
と
し
て
多
く
の
酪
友
の
参
加
と
本

県
代
表
者
の
応
援
も
兼
ね
て
参
加
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

○
第
三
十
二
回
栃
木
県
酪
農
発
表
会
結
果

　

最
優
秀
賞

　
　

川
田　

佳
男
（
宇
都
宮
市
）

　

優
秀
賞

　
　

磯　

由
起
子
（
那
須
町
）

　
　

前
野　
　

剛
（
大
田
原
市
）

　
　

渡
邉　

喜
夫
（
鹿
沼
市
）

　
　

高
橋　
　

力
（
那
須
町
）

〔単位：頭，千円（税込）〕

551以
上

501　
～550

451　
～500

401　
～450

～400
平均
価格

成立
頭数

開催日市場名

375418370144853582月 1日根　　室
225417279434703702月 6日十　　勝
554940164541152月 9日南北海道
1311512854344793442月15日豊　　富
6413414697664865072月20日十　　勝
85713981324633172月21日釧　　路
6011614090164954222月22日根　　室
265810171524683082月23日北　　見

2355931,0585822734782,741合　　計
1634829273921164842,080前　　月
1595681,0568133984632,994前年同月
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に
お
け
る
超
過
乳
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て

　

�四
 
　

緊
急
生
乳
計
画
生
産
対
策
の
実

施
に
つ
い
て

二
月
度
理
事
会

報
告
事
項

　

�一
 
　

組
合
員
加
入
に
つ
い
て

　

�二
 
　

資
金
貸
付
に
つ
い
て

　

�三
 
　

二
月
分
生
産
者
支
払
乳
価
に
つ

い
て

　

�四
 
　

栃
木
県
南
支
所
事
務
用
品
購
入

契
約
及
び
電
話
工
事
契
約
に
つ
い

て

協
議
事
項

　

�一
 
　

一
月
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

　

�二
 
　

理
事
へ
の
貸
付
に
つ
い
て

　

�三
 
　

組
合
員
の
出
資
口
数
の
減
少
に

つ
い
て

　

�四
 
　

不
稼
動
資
産
の
処
分
に
つ
い
て

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

　

恒
例
の
酪
農
ま
つ
り
が
、
平
成
十
九

年
四
月
七
日
（
雨
天
順
延
）、
那
須
塩
原

市
の
酪
農
試
験
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

盛
り
沢
山
の
催
物
を
準
備
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
ご
来
場
下

さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

乳
製
品
消
費
拡
大
を
目
的
に
ギ
フ
ト

券
二
種
類
を
販
売
し
ま
す
。
冠
婚
葬
祭

等
で
も
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

明
治
ブ
ル
ガ
リ
ア
ヨ
ー
グ
ル
ト

五
○
○�
　

一
個

　

一
枚　

二
六
二
円
（
税
込
）

明
治
プ
ロ
ビ
オ
ヨ
ー
グ
ル
ト
Ｌ
Ｇ　
21

ド
リ
ン
ク
タ
イ
プ

一
二
○�
（
食
べ
る
タ
イ
プ
も
有
り
）四
個

　

一
枚　

五
三
○
円
（
税
込
）

（
別
途
、
送
料
が
か
か
り
ま
す
。）

　

ギ
フ
ト
券
は
随
時
販
売
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
お
申
込
み
等
は
市
乳
販
売
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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一
月
度
理
事
会

報
告
事
項

　

�一
 
　

資
金
貸
付
に
つ
い
て

　

�二
 
　

一
月
分
生
産
者
支
払
乳
価
に
つ

い
て

　

�三
 
　

平
成
十
九
年
度
職
員
採
用
に
つ

い
て

協
議
事
項

　

�一
 
　

十
二
月
度
及
び
第
三
四
半
期
事

業
実
績
に
つ
い
て

　

�二
 
　

平
成
十
九
年
度
配
合
飼
料
・
混

合
飼
料
及
び
粗
飼
料
供
給
量
別
利

用
奨
励
措
置
に
つ
い
て

　

�三
 
　

第
六
回
酪
農
ま
つ
り
に
つ
い
て

　

�四
 
　

さ
く
ら
市
氏
家
地
区
農
産
物
直

売
組
合
へ
の
加
入
に
つ
い
て

二
月
臨
時
理
事
会

報
告
事
項

　

�一
 
　

平
成
十
九
年
度
計
画
生
産
に
つ

い
て

　

�二
 
　

乳
質
共
励
会
実
施
規
程
に
つ
い
て

　

�三
 
　

平
成
十
八
年
度
生
乳
計
画
生
産

��
��
��
��
��
��

名
誉
農
業
士
に
二
名
認
定

　

今
年
度
の
農
業
士
認
定
式
が
一
月
に

行
わ
れ
、
当
組
合
よ
り
菊
池
一
郎
代
表

理
事
副
組
合
長
（
那
須
烏
山
市
）、
渡
邉

勝
雄
氏
（
那
須
塩
原
市
）
が
名
誉
農
業

士
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
認
定

で
、
農
業

士
百
五
十

七
名
、
女

性
農
業
士

九
十
七
名
、

名
誉
農
業

士
百
二
十

九
名
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、

菊
池
副
組
合
長
は
名
誉
農
業
士
の
代
表

と
し
て
謝
辞
を
述
べ
、
こ
こ
ま
で
の
苦

労
と
こ
れ
か
ら
の
意
欲
を
交
え
、
関
係

機
関
、
仲
間
に
支
え
ら
れ
た
こ
と
に
感

謝
し
た
い
と
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
認
定
さ
れ
た
両
名
に
心
よ

り
の
お
祝
い
と
更
な
る
ご
活
躍
を
期
待

申
し
上
げ
ま
す
。


